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令和７年８月東三河広域連合議会定例会 一般質問通告一覧 

 
１ 梅田 早苗 議員（豊橋市）：一問一答方式 

 １ 東三河まち・ひと・しごと創生総合戦略について 

  (1)  第２期東三河まち・ひと・しごと創生総合戦略の効果検証結果に対する認識について 

  (2)  第３期東三河まち・ひと・しごと創生総合戦略の推進について 

ア 目指すべき地域の将来像の実現における広域連携とデジタル技術の活用による 

  シナジー効果の発揮について 

    イ  施策２－２「チャレンジの機会提供」について 

ウ 施策３－１「窓口業務等のデジタル化」におけるAI導入について 

 ２ 認知症高齢者及びその家族への支援について 

 

 

２ 日恵野 佳代 議員（蒲郡市）：一問一答方式 

安心して住み続けられる東三河のために介護事業の持続性を守る支援強化について 

１ ヘルパーの高齢化と事業継続の課題について 

 1．ヘルパーの平均年齢６８歳の事業所など、高齢化が進んでいる。年齢構成の現状と、 

   ヘルパーの高齢化が事業所運営や利用者支援に与える影響についての認識、および 

   「このままでは事業をたたまざるを得ない」との現場の声に対する受け止め方。 

２ 若年層・中年層の介護職参入促進について 

 1．若年層・子育て世代の参入を促すため、学校・ハローワーク・NPO等と連携した人 

  材育成・確保にどう取り組むのか。現場からは「初任者研修費用を全額、広域連合で 

  負担してほしい」との声があり、応えるべきでないか。新城市の高校生が福祉施設で 

  実習しながら「介護職員初任者研修」を無料で受講する取り組みが注目されている。 

  広域連合でも研究し、実施してはどうか。 

３ ケアマネジャーの人材確保と定着支援について 

 1．ケアマネジャーが足らない。自治体別の登録者数、実稼働数、年齢構成およびケアマ 

  ネジャー確保の課題に対する認識、および資格取得支援策（受講料補助、研修支援） 

  の利用状況および資格取得、定着の支援策の拡充について。 

４ 介護報酬引き下げによる訪問介護事業所への影響と、独自の支援策について 

 1．今回の介護報酬改定によって、訪問介護事業所にどのような影響が出ていると認識 

  しているか。実際に廃業や休止に至った事業所はあるか。またはその予定があると 

  の相談はないか。報酬減により、ヘルパーの処遇や採用・維持にどのような困難が生 

  じているか。これらの実態を調査・把握しているか。 

 2．訪問介護事業所への独自の支援（新潟県村上市など例あり）を実施すべきでないか。 

 3．訪問介護の介護報酬をただちに元に戻すよう、国に意見を出すべきでないか。 

５ 中山間地域の介護事業所の状況と支援について 

 1．中山間地域の介護事業所における移動距離や燃料費の実態を、どのように把握して 

  いるか。現在実施されているガソリン代等への支援額・対象範囲、利用状況および、 

  燃料費負担、移動時間分の人件費への支援の拡充について。 

６ 物価高騰への対応について 

 1．ガソリン代・光熱費・食材等の高騰が介護事業所へ与える影響の実態把握および、国・県 

   の支援が不十分との現場の声に対する認識について。 

 2．事業所への緊急支援金・ガソリン代の補助など独自支援について。 
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３ 内藤 喜久枝 議員（田原市）：一問一答方式 

 １ 介護支援専門員について 

 (1) 介護支援専門員の人材確保の現状と課題認識について 

 (2) 法定研修の期間や受講料に係る負担への支援について 

 

 

 

４ 伊藤 真千子 議員（東栄町）：一問一答方式 

１ 空家等を活用した東三河地域の振興について 

(1) 東三河地域の空家等対策の現状について 

(2) 東三河地域の振興における空家等の活用について 

２ 介護保険及び高齢者の生活支援に係る中山間地域への支援について 

(1) 中山間地域対策として事業所の運営支援について 

(2) 訪問理美容サービスについて 


